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Instagram LINE公式アカウント
ニュース速報を
配信しています

取材先の写真や
情報を配信しています

日刊産業新聞 Instagram・LINE公式アカウント はじめました。

Follow Me!!

フォローをお願いします。
友達登録お願いします。

経
営
戦
略
を
聞
く

経
営
戦
略
を
聞
く

中
外
炉
工
業

中
外
炉
工
業

大平洋金属

Ｌ
ｉ
Ｂ
原
料
の
新
製
造
法

Ｌ
ｉ
Ｂ
原
料
の
新
製
造
法

Ｅ
Ｆ
Ｔ
と

共
同
開
発

レ
ア
メ
タ
ル
溶
媒
抽
出

普通鋼鋼材在庫587万㌧
10月末、3カ月ぶり減

831億円

再
生
可
能
エ
ネ
に
追
加
投
資

リ
オ
テ
ィ
ン
ト
、西
豪
州
で

創研工業の事業
譲受で基本合意
冷凍・冷蔵施設の設計製造

オ
カ
ム
ラ

建築構造用鋼材
講演動画を配信

鉄連

Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
東
部
製
造
所

小
学
生
向
け
工
場
見
学
会

建
機
出
荷
額
21
％
増

10
月
、内
外
需
と
も
伸
展

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ

尾
関
選
手
が
訪
問

Ｊ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
倉
敷

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
刷
新

三
星
金
属
工
業

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

買
値
500
円
下
げ

中
部
電
炉
3
社

鍛
造
協
会
22
年
度
表
彰

技
術
・
技
能
で
2
人
受
賞

仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

ウ
イ
ル
ス
拡
散

防
御
サ
ー
ビ
ス
提
供

日
鉄
ソ
リ
ュ

パ
キ
ス
タ
ン
洪
水

被
害
支
援
で
寄
付

片
山
鉄
建

新
潟
電
炉
2
社

500
円
引
き
下
げ

中
外
炉
工
業
は
強
み
の
熱
技
術
（
サ
ー
モ
テ
ッ
ク
）

を
応
用
し
、
鉄
鋼
や
半
導
体
の
製
造
工
程
で
使
わ
れ
る

工
業
炉
用
水
素
バ
ー
ナ
ー
の
開
発
や
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
焼

バ
ー
ナ
ー
な
ど
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。い
ず
れ
も
脱

炭
素
化
に
つ
な
が
る
期
待
さ
れ
る
新
商
品
・
新
技
術
で
、

尾
崎
彰
社
長
も「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、産
業
基
盤
を
支
え
る
工
業
炉
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
使
命
だ
」と
話
す
。尾
崎
社
長
に
事
業
環

境
な
ど
と
と
も
に
今
後
の
課
題
や
方
針
を
聞
い
た
。

―
―
上
期
（
4
―
9
月
）

を
振
り
返
っ
て

「
22
年
9
月
期
の
業
績
は

原
材
料
価
格
の
大
幅
な
上
昇

な
ど
か
ら
前
年
同
期
比
で
赤

字
幅
が
拡
大
し
た
も
の
の
、

9
月
末
時
点
の
受
注
残
高
は

2
4
1
億
円
と
前
年
同
期
に

比
べ
53
億
円
増
加
し
て
い

る
。
う
ち
鉄
鋼
向
け
加
熱
炉

や
半
導
体
関
連
向
け
熱
処
理

炉
な
ど
で
約
2
3
0
億
円
の

売
り
上
げ
を
見
込
む
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
の
長
期
化
で
先

行
き
不
透
明
感
が
強
く
、
大

型
投
資
の
動
き
が
少
し
鈍
い

も
の
の
、
足
元
は
数
億
円
規

模
の
中
小
案
件
の
受
注
が
進

ん
で
い
る
。
受
注
の
中
身
も

以
前
よ
り
幅
広
く
な
っ
て
お

り
、
し
っ
か
り
と
目
標
収
益

を
確
保
し
て
い
き
た
い
」

―
―
2
0
2
2
年
度
か
ら

5
カ
年
の
中
期
経
営
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
中
計
で
は
2
0
2
6
年

度
に
売
上
高
4
1
5
億
円
、

営
業
利
益
36
億
円
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ

10
・
0
％
を
目
指
す
。
最
大

の
テ
ー
マ
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
中
心
と
し
た
新

市
場
の
創
出
で
、
ア
ン
モ
ニ

ア
と
水
素
、
そ
し
て
電
化
、

こ
の
3
つ
が
柱
と
な
る
。
当

社
グ
ル
ー
プ
で
は
業
績
目
標

以
外
に
脱
炭
素
目
標
を
設
定

し
て
お
り
、
こ
れ
は
当
社
が

納
入
し
稼
働
中
の
工
業
炉
製

品
の
脱
炭
素
化
と
新
規
の
脱

炭
素
関
連
製
品
納
入
で
、
お

客
さ
ま
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削

減
へ
の
貢
献
を
目
指
す
も

の
。
脱
炭
素
や
省
エ
ネ
に
つ

な
が
る
技
術
開
発
を
で
き
る

限
り
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
」

―
―
な
か
で
も
ア
ン
モ
ニ

ア
を
燃
料
と
し
た
工
業
炉
・

バ
ー
ナ
ー
の
実
用
化
に
向
け

た
研
究
開
発
を
急
ぐ
。

「
当
社
が
開
発
を
進
め
て

い
る
の
は
ア
ン
モ
ニ
ア
と
従

来
燃
料
を
混
ぜ
る
『
混
焼
』

で
は
な
く
、
ア
ン
モ
ニ
ア
だ

け
を
燃
や
す
『
専
焼
』
バ
ー

ナ
ー
。
ア
ン
モ
ニ
ア
は
ガ
ス

な
ど
と
比
べ
て
燃
焼
し
に
く

い
が
、
2
0
5
0
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を

目
指
す
た
め
二
酸
化
炭
素
の

出
な
い
『
専
焼
』
に
こ
だ
わ

っ
て
お
り
、
大
阪
大
学
な
ど

と
の
共
同
研
究
を
進
め
て
い

る
。
安
定
燃
焼
化
に
は
め
ど

が
立
っ
て
お
り
、
今
後
は
低

Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）
化

や
燃
焼
時
の
残
留
ア
ン
モ
ニ

ア
の
除
去
な
ど
商
用
化
に
向

け
た
技
術
開
発
を
一
段
と
進

め
て
い
く
」

―
―
主
要
拠
点
の
整
備
・

統
合
を
目
的
に
、
来
年
11
月

に
は
『
熱
技
術
創
造
セ
ン
タ

ー
』
を
立
ち
上
げ
る
。

「
研
究
開
発
拠
点
を
集
約

し
、
技
術
開
発
の
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
る
こ

と
が
狙
い

だ
。
同
セ
ン

タ
ー
で
は
ア

ン
モ
ニ
ア
の

実
証
炉
な
ど

の
導
入
を
計

画
し
、
同
時

に
研
究
開
発

部
門
の
増
員

も
進
め
て
い

く
。
さ
ら
に

当
社
で
は
石
炭
火
力
発
電

用
の
ア
ン
モ
ニ
ア
専
焼
バ

ー
ナ
ー
の
開
発
に
も
着
手

し
て
い
る
。
当
社
が
目
指

す
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
の
中

で
、
ア
ン
モ
ニ
ア
火
力
発

電
は
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を

占
め
る
。
2
0
3
0
―
40

年
の
間
に
は
前
倒
し
で
技

術
を
確
立
し
た
い
」

―
―
水
素
バ
ー
ナ
ー
の

技
術
開
発
も
進
め
て
い

る
。「

ア
ン
モ
ニ
ア
、
水
素

と
も
Ｃ
Ｏ
2
を
排
出
し
な

い
た
め
、
当
社
で
は
ど
ち

ら
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

技
術
開
発
を
進
め
て
い

る
。
特
に
水
素
バ
ー
ナ
ー

は
水
素
自
体
の
特
性
を
生

か
す
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
用
途
へ
の
活
用

も
見
込
ま
れ
る
。
水
素
関

連
で
は
高
炉
メ
ー
カ
ー
が

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
水

素
還
元
製
鉄
に
も
よ
り
注

力
し
て
い
き
た
い
」

―
―
来
年
4
月
に
国
内

子
会
社
3
社
を
再
編
す

る
。
こ
の
狙
い
は
。

「
中
外
プ
ラ
ン
ト
を
存

続
会
社
と
し
、
中
外
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
シ
ー
ア

ー
ル
の
2
社
を
吸
収
合
併

す
る
も
の
で
子
会
社
の
事

業
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、
重
複
す
る
業
務
の
削

減
な
ど
で
生
産
性
の
向
上

を
図
る
。
中
外
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
が
取
り
扱
う
排

ガ
ス
処
理
装
置
な
ど
の
商

品
は
中
外
炉
工
業
本
体
に

移
管
し
、
新
商
品
開
発
や

既
存
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い

く
」―

―
中
計
で
は
『
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
作
り
』

も
重
要
戦
略
の
一
つ
に
掲

げ
る
。

「
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す

る
か
は
非
常
に
難
し
い

が
、
な
る
べ
く
少
な
い
時

間
で
大
き
な
利
益
を
生
み

出
す
こ
と
、
つ
ま
り
時
間

当
た
り
の
営
業
利
益
拡
大

と
高
付
加
価
値
化
を
実
現

す
る
こ
と
が
重
要
な
要
素

の
一
つ
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
も
生
産

性
向
上
や
業
務
効
率
化
が

大
き
な
目
標
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
4
月
に
は
業
務

改
革
推
進
室
を
新
設
し
、

Ｉ
Ｔ
化
や
シ
ス
テ
ム
開
発

を
進
め
て
い
る
最
中
だ
。

特
に
新
た
な
設
計
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム
は
設
計
の
標

準
化
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
を

推
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、

資
材
調
達
、
製
造
な
ど
各

部
門
の
電
子
化
で
生
産
性

向
上
や
業
務
効
率
化
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い

る
」

（
早
間

大
吾
）

大
平
洋
金
属
は
30
日
、

レ
ア
メ
タ
ル
技
術
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、エ
マ

ル
シ
ョ
ン
フ
ロ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ（
Ｅ
Ｆ
Ｔ
）と
共

同
で
、リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池（
Ｌ
ｉ
Ｂ)

向
け
原
料

の
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
開
発

し
た
と
発
表
し
た
。製
造

プ
ロ
セ
ス
の
溶
媒
抽
出
工

程
で
、商
業
生
産
に
も
適

用
で
き
る
エ
マ
ル
シ
ョ
ン

フ
ロ
ー
溶
媒
抽
出
プ
ロ
セ

ス
を
開
発
し
た
。電
気
自

動
車
が
急
速
に
普
及
、Ｌ

ｉ
Ｂ
用
資
源
の
安
定
確
保

に
つ
な
が
る
湿
式
製
錬
技

術
を
活
用
し
た
プ
ロ
セ
ス

の
実
用
化
を
急
ぐ
。

エ
マ
ル
シ
ョ
ン
フ
ロ
ー

は
従
来
の
溶
媒
抽
出
技
術

に
比
べ
て
低
コ
ス
ト
、
高

効
率
に
高
純
度
の
元
素
分

離
を
可
能
に
す
る
革
新
的

な
技
術
。
レ
ア
メ
タ
ル
確

保
の
解
決
策
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｆ
Ｔ
は

エ
マ
ル
シ
ョ
ン
フ
ロ
ー
技

術
の
普
及
へ
、
レ
ア
メ
タ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
、
金
属
製

錬
な
ど
の
課
題
の
解
決
策

を
提
案
、
装
置
な
ど
の
設

計
、
製
造
、
導
入
、
技
術

ラ
イ
セ
ン
ス
、
操
業
支
援

な
ど
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

大
平
洋
金
属
は
Ｅ
Ｆ
Ｔ

と
プ
ロ
セ
ス
開
発
、
プ
ラ

ン
ト
基
本
設
計
の
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
契
約
を
結

び
、
Ｌ
ｉ
Ｂ
材
料
向
け
原

料
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
活

用
で
き
る
エ
マ
ル
シ
ョ
ン

フ
ロ
ー
溶
媒
抽
出
の
実
用

化
を
検
討
し
て
き
た
。
ラ

ボ
ス
ケ
ー
ル
実
験
で
分
離

抽
出
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
、

商
業
化
を
検
討
し
た
結

果
、
従
来
型
装
置
の
ミ
キ

サ
ー
セ
ト
ラ
ー
に
比
べ
て

小
規
模
、
高
効
率
な
溶
媒

抽
出
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
。

Ｌ
ｉ
Ｂ
材
料
向
け
原
料
に

必
要
な
品
質
を
高
い
レ
ベ

ル
で
達
成
で
き
る
と
確

認
、
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
フ
ロ

ー
装
置
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
実
験
で
コ
ス
ト
面
含
め

商
業
生
産
に
適
用
で
き
る

点
も
確
認
し
た
。

分
離
・
精
製
の
一
手
法

の
溶
媒
抽
出
は
液
相
間
の

分
配
を
利
用
し
て
目
的
物

を
抽
出
す
る
技
術
。
従
来

は
液
相
を
混
ぜ
、
置
き
、

分
離
す
る
3
工
程
が
必
要

だ
が
、
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
フ

ロ
ー
は
「
送
液
」
だ
け
で

全
工
程
を
同
時
に
で
き
る

点
が
革
新
的
。
従
来
の
10

倍
以
上
の
生
産
能
力
と
10

分
の
1
の
ダ
ウ
ン
サ
イ

ズ
、
コ
ス
ト
低
減
が
見
込

め
る
と
い
う
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
が
30
日

に
発
表
し
た
普
通
鋼
鋼
材

需
給
速
報
に
よ
る
と
、
10

月
末
の
国
内
向
け
鋼
材
在

庫
は
5
8
7
万
3
0
0
0

㌧
と
前
月
比
1
・
6
％
減

り
、
3
カ
月
ぶ
り
に
減
少

し
た
。
国
内
向
け
の
鋼
材

出
荷
が
前
月
に
続
い
て
増

え
、
国
内
向
け
の
在
庫
率

は
1
7
4
・
4
％
と
14
・

5
㌽
低
下
し
た
。
自
動
車

の
減
産
が
続
き
建
設
需
要

も
低
調
な
た
め
、
前
年
同

月
に
比
べ
鋼
材
出
荷
は
少

な
い
が
、
国
内
向
け
の
在

庫
は
減
っ
て
お
り
、
メ
ー

カ
ー
の
生
産
調
整
が
効
い

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

輸
出
船
待
在
庫
は
前
月

比
9
・
6
％
増
の
95
万
4

0
0
0
㌧
と
2
カ
月
ぶ
り

に
増
え
た
が
、
国
内
と
の

合
計
在
庫
は
0
・
2
％
減

の
6
8
2
万
7
0
0
0
㌧

と
2
カ
月
連
続
減
少
し

た
。
メ
ー
カ
ー
在
庫
は
5

2
6
万
1
0
0
0
㌧
と
0

・
9
％
減
り
2
カ
月
連
続

の
減
少
。
問
屋
在
庫
は
1

5
6
万
6
0
0
0
㌧
と
2

・
4
％
増
え
、
5
カ
月
ぶ

り
に
増
加
し
た
。

普
通
鋼
鋼
材
の
出
荷
は

6
・
4
％
増
の
5
1
1
万

1
0
0
0
㌧
。
国
内
は
3

3
6
万
8
0
0
0
㌧
と
6

・
5
％
増
、
輸
出
は
1
7

4
万
3
0
0
0
㌧
と
6
・

1
％
増
え
た
。
前
年
同
月

比
は
国
内
が
3
・
4
％
減

で
9
カ
月
連
続
、
輸
出
は

8
・
4
％
減
り
、
5
カ
月

連
続
減
少
し
た
。

英
資
源
大
手
の
リ
オ
テ

ィ
ン
ト
は
29
日
、
西
豪
州

ピ
ル
バ
ラ
地
区
の
鉄
鉱
石

事
業
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
6
億
㌦
（
8
3
1

億
円
）
を
追
加
投
資
す
る

と
発
表
し
た
。
鉄
鉱
石
事

業
の
脱
炭
素
化
を
目
指
し

て
お
り
、
1
0
0
㍋
㍗
の

太
陽
光
発
電
設
備
2
系

列
、
2
0
0
㍋
㍗
時
の
蓄

電
池
を
2
0
2
6
年
ま
で

に
整
備
す
る
。

追
加
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
投
資
を
通
じ
て
、

21
年
の
西
豪
州
の
鉄
鉱
石

事
業
の
ス
コ
ー
プ
1
、
2

の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
に
対
し

て
約
10
％
削
減
に
つ
な
が

る
。
西
豪
州
の
ガ
ス
消
費

の
約
30
％
を
置
き
換
え
る

こ
と
で
、
年
間
5
5
0
0

万
㌦
の
ガ
ス
コ
ス
ト
削
減

も
見
込
む
。

リ
オ
テ
ィ
ン
ト
は
30
年

ま
で
に
約
75
億
㌦
を
か
け

て
排
出
量
半
減
を
掲
げ
て

い
る
。
西
豪
州
で
は
1
㌐

㍗
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
を
計
画
し
て
お

り
、今
回
も
計
画
の
一
貫
。

輸
送
な
ど
の
電
化
な
ど
と

合
わ
せ
て
将
来
の
脱
炭
素

化
を
目
指
す
。

オ
カ
ム
ラ
は
30
日
、
創

研
工
業
（
本
社
＝
長
野
県

長
野
市
、上
島
隆
久
社
長
）

が
行
う
冷
凍
・
冷
蔵
施
設

の
設
計
、
製
造
に
関
す
る

事
業
の
譲
受
に
向
け
た
基

本
合
意
書
を
締
結
し
た
と

発
表
し
た
。
2
0
2
4
年

6
月
末
の
事
業
譲
渡
契
約

締
結
、
同
年
10
月
末
の
事

業
譲
受
を
予
定
す
る
。

創
研
工
業
は
同
社
グ
ル

ー
プ
の
商
環
境
事
業
で
の

主
要
取
引
先
で
、
創
研
工

業
か
ら
冷
凍
冷
蔵
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
を
仕
入
れ
る
関
係

に
あ
る
。
一
方
、
オ
カ
ム

ラ
は
長
野
県
須
坂
市
に
冷

凍
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の

新
工
場
建
設
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
製
造
開
発
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
新

工
場
を
ス
ム
ー
ズ
に
立
ち

上
げ
る
と
と
も
に
生
産
能

力
と
生
産
効
率
の
一
層
の

向
上
を
図
る
。

創
研
工
業
は
83
年
設

立
。
マ
ツ
ハ
シ
冷
熱（
同
）

の
関
連
会
社
で
、
全
株
式

を
同
社
が
保
有
し
て
い

る
。 日

本
鉄
鋼
連
盟
は
30

日
、
本
年
11
月
9
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し

た
第
8
回
「
建
築
構
造
用

鋼
材
と
利
用
技
術
セ
ミ
ナ

ー
」
の
講
演
動
画
に
つ
い

て
、
今
月
16
日
か
ら
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
を
開
始
し
た

と
発
表
し
た
。
建
築
構
造

用
鋼
材
の
利
用
技
術
、
新

工
法
な
ど
に
関
す
る
最
近

の
研
究
成
果
に
関
し
、
実

務
的
、
実
践
的
に
解
説
を

行
っ
た
。

健
全
な
る
鉄
骨
造
建
築

の
普
及
を
目
的
と
し
た
諸

活
動
と
し
て
「
建
築
構
造

用
鋼
材
と
そ
の
利
用
技
術

講
習
会
」
を
1
9
9
5
年

度
か
ら
毎
年
開
き
、
14
年

度
か
ら
は
受
講
料
無
料
の

セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
再
ス
タ

ー
ト
し
た
。

今
回
の
講
演
内
容
は
、

低
層
鋼
構
造
建
物
の
完
全

倒
壊
ま
で
の
余
裕
度
（
平

面
骨
組
に
加
え
て
立
体
骨

組
の
挙
動
紹
介
）、拡
大
孔

・
ス
ロ
ッ
ト
孔
を
用
い
た

高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
部

の
設
計
法
に
関
す
る
研

究
、
冷
間
成
形
角
形
鋼
管

の
溶
接
・
加
工
品
質
向
上

と
施
工
合
理
化
に
関
す
る

研
究
、
日
本
の
鉄
鋼
業
界

に
お
け
る
低
炭
素
化
の
取

り
組
み
、
建
研
・
国
総
研

に
お
け
る
鉄
骨
造
建
築
物

に
関
す
る
最
近
の
研
究
な

ど
。

講
演
動
画
配
信
の
期
間

は
本
年
11
月
16
日
か
ら
12

月
16
日
ま
で
で
、
視
聴
状

況
に
よ
り
期
間
を
延
長
す

る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。

講
演
動
画
視
聴
は
無
料
だ

が
、
視
聴
に
は
登
録
が
必

要
と
な
る
。

講
演
動
画
視
聴
の
登
録

はhttps
:
//w
w
w
.ji

sf.or.jp/info/even
t/kenchiku

/video
2022

.htm
l

Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
東
部
製
造

所
（
埼
玉
県
三
郷
市
、
稲

村
信
二
・
常
務
執
行
役
員

所
長
）
は
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
三

郷
市
内
の
小
学
校
3
校
か

ら
3
年
生
の
工
場
見
学
で

延
べ
6
回
・
合
計
3
3
0

人
を
受
け
入
れ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

影
響
に
よ
っ
て
、
同
製
造

所
は
3
年
ぶ
り
の
社
会
科

見
学
受
け
入
れ
に
な
っ

た
。工

場
見
学
で
は
原
料
・

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
リ
サ
イ

ク
ル
や
生
産
工
程
な
ど
を

説
明
し
、
電
炉
は
環
境
へ

の
負
荷
が
小
さ
い
資
源
循

環
型
産
業
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
。
工
場
あ
い
さ
つ
の

「
ご
安
全
に
！
」
を
覚
え

て
も
ら
い
、小
学
生
は「
ご

安
全
に
！
」
と
大
き
な
声

で
言
え
る
よ

う
に
な
っ

た
。見

学
し
た

小
学
生
は
、

空
き
缶
を
リ

フ
テ
ィ
ン
グ

マ
グ
ネ
ッ
ト

に
付
け
る
作

業
に
対
し
て

「
空
き
缶
を

使
っ
た
磁
石

の
テ
ス
ト
が

面
白
い
」「
暑
い
！
」な
ど

の
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

日
本
建
設
機
械
工
業
会

が
30
日
発
表
し
た
2
0
2

2
年
10
月
の
建
機
出
荷
額

に
よ
る
と
、
10
月
の
出
荷

額
は
総
合
計
が
同
20
・
6

％
増
の
2
9
4
2
億
円
と

高
い
伸
び
を
示
し
た
。
24

カ
月
連
続
の
増
。
内
需
で

は
ウ
エ
ー
ト
の
大
き
い
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
は
同
0
・
6

％
減
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
は

同
12
・
3
％
減
と
下
げ
た

が
、
建
設
用
ク
レ
ー
ン
が

31
・
4
％
増
と
伸
び
、
内

需
計
は
同
2
・
4
％
増
と

増
え
た
。
外
需
は
油
圧
シ

ョ
ベ
ル
同
24
・
1
％
増
、

ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
同
43
・
7

％
増
、
建
設
用
ク
レ
ー
ン

同
15
・
2
％
増
と
な
り
、

外
需
計
は
同
30
・
5
％
増

と
増
加
し
た
。
内
外
需
と

も
伸
展
、
合
計
額
の
プ
ラ

ス
に
つ
な
が
っ
た
。

地
域
別
に
は
、
北
米
が

22
カ
月
連
続
で
増
加
、
ア

ジ
ア
が
20
カ
月
連
続
で
増

加
す
る
な
ど
全
9
地
域
中

5
地
域
で
増
加
を
記
録
し

た
。内

需
は
4
カ
月
連
続
の

増
加
、
外
需
は
24
カ
月
連

続
の
増
加
だ
っ
た
。

内
需
で
は
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
同
0
・
6
％
減
の
2
9

0
億
円
、ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
は

同
12
・
3
％
減
の
74
億
円
、

建
設
用
ク
レ
ー
ン
同
31
・

4
％
増
の
1
2
0
億
円
。

外
需
は
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

同
24
・
1
％
増
の
7
8
2

億
円
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
同

43
・
7
％
増
の
3
9
1
億

円
、
建
設
用
ク
レ
ー
ン
同

15
・
2
％
増
の
1
0
8
億

円
だ
っ
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
と
ス

ポ
ン
サ
ー
契
約
を
結
ぶ
女

子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
尾

関
彩
美
悠
選
手
が
11
月
30

日
、
西
日
本
製
鉄
所
（
倉

敷
地
区
）
を
訪
問
し
た
。

プ
ロ
1
年
目
で
ツ
ア
ー
初

優
勝
を
飾
る
な
ど
活
躍
を

続
け
る
地
元
出
身
の
注
目

選
手
を
Ｊ
Ｆ
Ｅ
の
社
員
た

ち
が
出
迎
え
た
。

契
約
後
、
初
め
て
製
鉄

所
を
訪
れ
た
尾
関
選
手

は
、
工
場
見
学
や
若
手
社

員
と
の
座
談
会
、
職
場
訪

問
な
ど
を
通
じ
、
社
員
と

の
交
流
を
深
め
た
。

尾
関
選
手
は
約
80
人
の

社
員
を
前
に
、
カ
ッ
プ
ま

で
の
短
い
距
離
を
狙
う
ア

プ
ロ
ー
チ
を
披
露
。
10
㍍

ほ
ど
離
れ
た
目
標
を
正
確

に
と
ら
え
る
プ
ロ
の
シ
ョ

ッ
ト
に
集
ま
っ
た
社
員
た

ち
は
拍
手
を
送
っ
た
。

尾
関
選
手
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
の
指
導
を
受
け
た
入

社
1
年
目
の
永
井
駿
さ

ん
。
今
回
、
初
め
て
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
を
握
っ
た
と
い

い
、「
こ
れ
ま
で
機
会
が
な

か
っ
た
が
、
思
い
切
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
。

こ
れ
を
機
に
、
ゴ
ル
フ
を

は
じ
め
た
い
」
と
う
れ
し

そ
う
に
語
っ
た
。

尾
関
選
手
は
、
製
鉄
所

の
あ
る
岡
山
県
倉
敷
市
の

出
身
。
祖
父
が
構
内
に
拠

点
を
置
く
水
島
合
金
鉄

（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ミ
ネ
ラ
ル
）

で
働
い
て
い
た
縁
で
、
ア

マ
チ
ュ
ア
時
代
に
は
同
社

が
ス
ポ
ン
サ
ー
を
務
め
て

い
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
、
プ
ロ
に
転

向
し
た
2
0
2
2
年
度
か

ら
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
締

結
し
、
尾
関
選
手
を
支
援

す
る
。
23
年
度
も
契
約
を

継
続
し
、
応
援
を
続
け
る

方
針
。
尾
関
選
手
は
、「
Ｊ

Ｆ
Ｅ
に
つ
い
て
も
ら
っ
て

い
る
プ
ロ
は
私
一
人
だ

け
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
日
々
努
力
し
て
も

っ
と
活
躍
し
た
い
」
と
来

シ
ー
ズ
ン
へ
の
決
意
を
述

べ
た
。

合
同
製
鉄
グ
ル
ー
プ
の

電
炉
メ
ー
カ
ー
、
三
星
金

属
工
業
（
本
社
＝
新
潟
県

燕
市
、
金
子
大
剛
社
長
）

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
30
日
午
後

か
ら
公
開
を
開
始
し
た
＝

写
真
。
製
品
情
報
や
製
鋼

工
程
、会
社
の
強
み
な
ど
、

写
真
を
多
用
し
て
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

採
用
情
報
の
ペ
ー
ジ
も
拡

充
し
、
社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
や
福
利
厚
生
な
ど
を
追

加
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
は
、https

:
/
/
w
w
w
.m
itsubos

hi-scon.co.jp/

共
英
製
鋼
名
古
屋
事
業

所
、
ト
ピ
ー
工
業
豊
橋
製

造
所
は
30
日
か
ら
、
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
建
値
を
全
品

種
一
律
5
0
0
円
値
下
げ

し
た
。
ま
た
同
日
か
ら
、

山
口
鋼
業
は
全
品
種
の
購

入
価
格
を
5
0
0
円
引
き

下
げ
た
。

改
定
後
の
Ｈ
2
建
値
は

共
英
製
鋼
名
古
屋
事
業
所

4
万
3
5
0
0
円
。
ト
ピ

ー
工
業
豊
橋
製
造
所
4
万

2
5
0
0
円
。

日
本
鍛
造
協
会
（
会
長

＝
角
田
邦
夫
・
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｔ
Ａ
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ジ
ン

グ
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

「
2
0
2
2
年
度
表
彰
」

を
行
っ
た
。
技
術
・
技
能

表
彰
に
2
人
、
優
良
従
業

員
表
彰
に
15
人
が
選
ば
れ

た
ほ
か
、
安
全
衛
生
で
1

人
、
人
材
育
成
事
業
貢
献

で
3
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

【
技
術
・
技
能
優
秀
者
】

▽
岩
鶴
真
弥
氏
（
サ
ム

テ
ッ
ク
）
▽
増
山
政
光
氏

（
近
江
鍛
工
）

【
優
良
従
業
員
表
彰
】

▽
宇
佐
美
浩
之
氏
（
ア

サ
ヒ
フ
ォ
ー
ジ
）
▽
別
府

賢
一
氏
（
ア
サ
ヒ
フ
ォ
ー

ジ
）
▽
河
合
昭
吾
氏
（
ア

サ
ヒ
フ
ォ
ー
ジ
）
▽
川
口

正
幸
氏
（
近
江
鍛
工
）
▽

山
崎
治
悦
氏（
岡
田
工
業
）

▽
三
浦
竹
豊
氏
（
岡
田
工

業
）
▽
桑
原
康
司
氏
（
Ｋ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ａ
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ジ
ン
グ
）
▽
加
藤
睦
氏

（
ゴ
ー
シ
ュ
ー
）
▽
坪
井

士
郎
氏
（
品
川
重
工
）
▽

印
南
利
孝
氏（
図
南
鍛
工
）

▽
田
中
健
氏（
図
南
鍛
工
）

▽
小
森
隆
彦
氏
（
芙
陽
工

業
）
▽
湯
口
光
徳
氏
（
峰

山
鉄
工
所
）
▽
髙
辻
浩
司

氏
（
メ
タ
ル
ア
ー
ト
）

▽
山
中
昌
幸
氏
（
メ
タ

ル
ア
ー
ト
）

【
安
全
衛
生
事
業
貢
献
】

▽
中
西
正
巳
氏
（
ア
ン

テ
ッ
ク
ス
）

【
人
材
育
成
事
業
貢
献
】

▽
田
中
久
弥
氏
（
上
越

工
業
）
▽
江
口
誠
氏
（
タ

ン
レ
イ
工
業
）
▽
森
田
敏

一
氏
（
知
多
工
業
）

日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
は
24

日
、
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
「
エ
ム
キ
ュ
ー

ブ
ダ
ー
ス
・
ア
ッ
ト
・
ア

ブ
ソ
ン
ヌ
（
Ｍ
3
Ｄ
ａ
ａ

Ｓ
＠
ａ
ｂ
ｓ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
）」

の
オ
プ
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、
マ
ル
ウ
ェ
ア
や

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
の
侵
入

を
検
知
し
て
拡
散
を
防
御

す
る
次
世
代
型
エ
ン
ド
ポ

イ
ン
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

「
Ｅ
Ｄ
Ｒ
」
の
提
供
を
24

日
か
ら
始
め
た
と
発
表
し

た
。コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
前
提
と
し

た
事
後
対
策
と
な
る
も
の

で
、
マ
ル
ウ
ェ
ア
や
ラ
ン

サ
ム
ウ
ェ
ア
の
侵
入
後
の

不
正
活
動
を
検
知
・
調
査

し
、
即
座
に
イ
ン
シ
デ
ン

ト
に
対
応
す
る
。

先
週
18
日
に
は
、
マ
ル

ウ
ェ
ア
や
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
の
侵
入
を
防
御
す
る
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
発
表

し
て
い
る
。

片
山
鉄
建
（
本
社
＝
大

阪
市
西
区
、
片
山
隆
之
社

長
）は
、
今
年
6
月
以
降
、

パ
キ
ス
タ
ン
で
度
重
な
る

洪
水
が
発
生
し
、
国
土
の

3
分
の
1
以
上
が
水
没
し

た
被
害
へ
の
支
援
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
パ

ン
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を

通
じ
て
30
万
円
を
寄
付
す

る
と
発
表
し
た
。

三
星
金
属
工
業
と
北
越

メ
タ
ル
は
30
日
か
ら
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
購
入
価
格
を
全

品
種
で
ト
ン
5
0
0
円
引

き
下
げ
た
。

神
戸
製
鋼
所

（
12
月
1
日
付
）

■
次
課
長
ク
ラ
ス

▽
鉄
鋼
ア
ル
ミ
事
業
部
門
自

動
車
板
材
商
品
技
術
部
主
任
部

員
〈
名
古
屋
〉（
人
事
労
政
部
付

〔
三
五
〕）田
中
弘
次

▽
溶
接
事
業
部
門
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
国
内
営
業
部

東
日
本
営
業
室
主
任
部
員
兼
溶

接
事
業
部
門
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
部

主
任
部
員
（
溶
接
事
業
部
門
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
推
進
部
主
任
部
員
）
森

秀
明▽

〃
技
術
セ
ン
タ
ー
溶
接
開

発
部
主
任
研
究
員
（
〃
技
術
セ

ン
タ
ー
溶
接
開
発
部
主
任
研
究

員
兼
溶
接
事
業
部
門
技
術
セ
ン

タ
ー
溶
接
シ
ス
テ
ム
部
主
任
部

員
）
栗
山
良
平

▽
〃
溶
接
シ
ス
テ
ム
部
主
任

部
員
（
〃
）
川
本
裕
晃

▽
機
械
事
業
部
門
新
事
業
推

進
本
部
技
術
部
事
業
化
推
進
室

主
任
部
員
兼
機
械
事
業
部
門
新

事
業
推
進
本
部
営
業
部
Ｉ
Ｐ
事

業
推
進
室
主
任
部
員
（
機
械
事

業
部
門
新
事
業
推
進
本
部
技
術

部
事
業
化
推
進
室
主
任
部
員
）

福
田
貴
之

▽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業

部
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
本
部
監
理
・
調
達
セ

ン
タ
ー
監
理
室
主
任
部
員
兼
人

事
労
政
部
採
用
・
育
成
グ
ル
ー

プ
主
任
部
員
（
〃
技
術
本
部
回

転
機
・
機
器
技
術
部
タ
ー
ボ
室

主
任
部
員
兼
人
事
労
政
部
採
用

・
育
成
グ
ル
ー
プ
主
任
部
員
）

花
谷
健
一
朗

新
日
本
電
工

（
2
0
2
3
年
1
月
1
日
付
）

■
参
与
﹇
役
員
待
遇
﹈

▽
〔
新
任
〕
参
与
﹇
役
員
待

遇
﹈
環
境
シ
ス
テ
ム
営
業
部
長

委
嘱
兼
環
境
シ
ス
テ
ム
事
業
開

発
セ
ン
タ
ー
担
当
部
長
（
環
境

シ
ス
テ
ム
営
業
部
長
兼
環
境
シ

ス
テ
ム
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー
担

当
部
長
）
砂
河
州
宏

▽
〃
研
究
所
副
所
長
委
嘱
機

能
材
料
営
業
に
つ
き
喜
田
常
務

執
行
役
員
を
補
佐
（
機
能
材
料

営
業
部
長
兼
研
究
所
新
規
商
品

・
事
業
開
拓
グ
ル
ー
プ
担
当
部

長
）
太
田
聰

尾崎彰社長

アンモニア専焼バーナー開発

日刊産業新聞22.12.1

工
業
炉
の
脱
炭
素
化
注
力

工
業
炉
の
脱
炭
素
化
注
力

プロの技術を直接指導

ＪＦＥの社員たちと交流を深めた

リフティングマグネットにスチール缶
が吸着するところを見る小学生たち


